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近世のアンダルシーア都市セビーリャにおける黒人兄弟団 
 





























                                                                 
1 拙稿「15世紀末～16世紀のスペインの都市社会と奴隷」(以下「スペインの都市社会と奴隷」と略記)『歴
史学研究』664号、1994 年、3頁：J.L.Córtes López, La esclavitud negra en la España peninsular del siglo 
XVI, Salamanca,1989,pp.201-02. 
2 拙稿「スペインの都市社会と奴隷」4－5，8－9頁：J.L.Córtes López,op.cit.,p.136. 




















































は 1475 年に黒人のフアン・デ・バリャドリード、1504 年に黒人のフアン・デ・カスティーリ














Cofradía de Nuestra Señora de los Angeles」「ロザリオの聖母兄弟団 Cofradía de la Virgen de 
Rosario」「奉献祭の聖母兄弟団 Cofradía de la Virgen de Presentación」がそれで、聖母マリア
を介した黒人教化と黒人の兄弟愛的結合(相互扶助)を目的とした兄弟団である。セビーリャで最
も多くの兄弟団が創設された 16世紀後半が、対抗宗教改革の時代であることはいうまでもなく、
                                                                 
7 Ibid.,pp.40,44: 拙稿「中近世スペインの救貧」『中世環地中会圏都市の救貧』慶応大学出版会、2004年、
120－21頁。 
8 D.Ortiz de Zúñiga, Anales eclesiásticos y seculares de la muy noble y muy leal ciudad de Sevilla, t.3, 
Sevilla,1984,p.78. 
9 I.Moreno,op.cit.,pp.44,53. 
10 D.Ortiz de Zúñiga,op.cit.,t.3,p.78. 































                                                                 
11  I.Moreno,op.cit.,pp.52,68,73-74,76 : J.Sánchez Herrero,CXIX reglas de hermandades y cofradías 
andaluzas, Huelva,2002,p.114.兄弟団はしばしば名称変更をしたが、「天使たちの聖母兄弟団」も本来の名
称は、「東方の三博士の聖母兄弟団 Cofradía de Nuestra Señora de los Reyes」であった。 






が認知された 18 世紀においてさえ、会員総数は 195 名(黒人 132 名、スペイン人 63 名)に達し
た。黒人会員 132名のうち奴隷の比率は 35パーセントにすぎなかったが、黒人兄弟団の最盛期
ともいうべき 16～17世紀前半にあっては、奴隷の比率と黒人会員数共に、より大きなものであ








推定によらざるをえないが、18 世紀の会員総数 195 名のうち、男性が 116 名、女性が 79 名で
あった15。 
黒人兄弟団の会員となるには、入会金と年会費の支払いが必要であった。入会金は蝋燭 1本と
2～3 レアル、年会費は 1．5 レアルと定められていた。入会金は敬虔な優良会員(2 レアル)と一
般会員(3 レアル)で若干の格差が設けられていたが、入会金と年会費は低額であり、入会を阻害
















                                                                 
14 Ibid.,pp.143-44. 
15 Ibid.,pp.65,132,143. 
16 Ibid.,p.63 : 拙稿「セビーリャの都市社会と奴隷」8頁。 









































































                                                                 
20 Ibid.,pp.47,67,72-73,120,124 : 拙稿「中近世スペインの救貧」118頁。 
21 I.Moreno,op.cit.,pp.75-76,133,144-46. 
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